
 

平成 30 年度第２回恵那市男女共同参画プラン推進委員会 次第 

 

日時：平成 31 年３月４日（月） 午後２時から 

場所：恵那市役所 西庁舎３階 災害対策室Ｂ・Ｃ 

 

１．開会 

 

 

２．会長あいさつ 

 

 

３．議事 

（１）男女共同参画プランの達成状況について 

  ①平成 30 年度 男女共同参画プラン施策取組状況       資料№１ 

  ②平成 30 年度 男女共同参画プラン目標指標達成状況     資料№２ 

 

（２）推進委員会の今後のスケジュールについて 

  ①女性活躍推進法に基づく恵那市推進計画の策定について   資料№３ 

 

 

４．その他 

 

 

５．閉会 

 



№ 氏名 選出団体等 備考 設置要綱区分

1 坪井
つぼい

　弥栄子
やえこ

恵那市地域自治区会長会議 会長

2 伊藤
いとう

　正明
まさあき

「男女のわ」ネットワーク 副会長

3 亀井
かめい

　邦子
くにこ

「男女のわ」ネットワーク

4 太田
おおた

　礼子
れいこ まちづくり団体

（えなナリワイプロジェクト）

5 村松
むらまつ

　訓子
のりこ

恵那市教育委員会

6 秋山
あきやま

　真一
しんいち 恵南商工会推薦企業

（明知ガイシ㈱）

7 奥村
おくむら　　　ひとみ

　ひとみ 中津川人権擁護委員協議会　恵那市地区部会

8 紀岡
きおか

　伸征
のぶゆき

恵那市社会福祉協議会

9 松下
まつした

　友香
ゆか

恵那市ＰＴＡ連合会

10 伊東
いとう

　靖英
やすひで

恵那市壮健クラブ

11 松永
まつなが

　晴美
はるみ

恵那市国際交流協会

事務局

№ 氏名 役職 備考

1 柘植
つげ

　克久
かつひさ

まちづくり企画部企画課長

2 和田
わだ

　信之
のぶゆき

まちづくり企画部企画課課長補佐

3 磯村
いそむら

　典彦
のりひこ

まちづくり企画部企画課係長

4 小原
おばら

　朱音
あかね

まちづくり企画部企画課主査

団体の代表者

平成30年度　恵那市男女共同参画プラン推進委員会委員　名簿

（任期：平成30年８月27日～平成32年3月31日）

平成31年3月4日



H31.3.4時点

1 1 (1) ① 広報紙、各種メディアを
活用した意識の普及・啓
発

広報紙やホームページなどを活用
し、男女共同参画に関する意識の
啓発を行います。

・広報紙の「男女共同参画コーナー」
へ記事を掲載した。【10回掲載】

・当面の間は隔月掲載とす
る。

企画課

2 1 (1) ② 男女共同参画推進活動の
充実

プランに基づき、男女共同参画プ
ラン推進委員を中心に啓発活動な
どを行い、市全体の男女共同参画
の充実を図ります。

・いきいきサロン等で高齢者へ紙芝居
による啓発を実施した。（「男女の
わ」ネットワーク実施）【5団体へ実
施】

企画課

3 1 (1) ③ 男女共同参画プラン推進
会議の開催

プランの推進と進捗管理などを行
うため、男女共同参画プラン推進
会議の開催を定期的に行います。

・男女共同参画プラン推進委員会を開
催し進捗管理を行った。【２回開催】

企画課

4 1 (2) ① 人権を尊重する教育機会
の充実

男女平等や人権教育に関連した研
修会などを継続的に行います。

・①恵那市少年センター指導員研修会
にて青少年に関わる人権講演会を実
施。（7月13日(金)実施）
・②恵那市生涯学習フォーラムで人権
同和講演会を実施。（8月26日(日)実
施）
・③成人式で啓発物品を配布（社会福
祉課提供）。（1月13日(日)実施）

・人権講演会は、いく
つかの課において取り
組むことになっている
ので、連携をし、恵那
市として行うことを考
えなければいけない。

生涯学習課

5 1 (2) ② 男女平等意識を育む教育
の充実

道徳や学級活動の授業などを中心
とした教育活動の中で、強い男女
平等意識をもたせるように努めま
す。

・12月の人権週間を軸に、男女平等
をふくめた人権問題について考える機
会を設け、全小・中学校で実施され
た。

学校教育課

6 1 (2) ③ 教職員に対する男女平
等・人権教育意識の更な
る向上

教職員の研修機会を更に充実さ
せ、男女平等・人権に対する意識
向上を図ります。

・８月１日に人権教育主任研修会を開
催し、各小・中学校の人権主任に研修
を実施した。人権講話や各学校の「ひ
びきあい活動」計画の交流を実施し
た。

学校教育課

7 1 (3) ① 男女共同参画に関する情
報収集

国や県の施策などに関する情報収
集を行います。また、市民意識調
査及び市内企業意識調査を実施
し、市民及び企業の意識と現状を
把握し施策に生かすよう努めま
す。

・市民意識調査により市民の意識と現
状を把握した。
・企業意識調査は実施していない。

・企業意識調査について
は、雇用マスタープランの
進行管理のための調査時な
どにあわせて実施予定。

企画課、
商工課

8 1 (3) ② 講演会や学習会などの開
催

男女共同参画の推進母体である
「男女のわ」ネットワークなどと
協力・連携し、様々な課題解決に
向けた学習の機会などを提供しま
す。

・いきいきサロン等で高齢者へ紙芝居
による啓発を実施した。【5団体へ実
施】

企画課

9 1 (4) ① 配偶者などに対する暴力
を許さない意識づくり

DVをはじめとした配偶者などに
対する暴力の根絶に向けて、パン
フレットの配布やセミナーなどの
開催、広報紙などによる啓発を行
い、市民の意識を高めます。

・「女性に対する暴力をなくす運動週
間」である11月には、警察と連携し
て市内ショッピングセンターにおける
街頭啓発を実施した。

・警察との連携強化 ・DV防止対策地域協議会
実務者会議への警察の参加
（試行的取り組み）

子育て支援課

第２次恵那市男女共同参画プラン　施策の取組状況_平成30年度実績（平成30年度末見込み）

実績
（年度末見込み）

課題等
今後の方針

（新規・改善・廃止など
の特記事項）

推進委員会の
意見

担当課

平成30年度
基本
目標

施策の
方向

施策名 施策の内容
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H31.3.4時点
第２次恵那市男女共同参画プラン　施策の取組状況_平成30年度実績（平成30年度末見込み）

実績
（年度末見込み）

課題等
今後の方針

（新規・改善・廃止など
の特記事項）

推進委員会の
意見
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施策名 施策の内容

10 1 (4) ② ＤＶ防止に関する法制度
や支援制度の情報提供

DV防止に関する法制度や支援制
度について、市のホームページや
広報紙及び各種メディアを活用し
て情報提供や啓発を行います。

・「女性に対する暴力をなくす運動週
間」である11月には、警察と連携し
て市内ショッピングセンターにおける
街頭啓発を実施した。

・警察との連携強化 ・DV防止対策地域協議会
実務者会議への警察の参加
（試行的取り組み）

子育て支援課

11 1 (4) ③ ＤＶなど被害者の保護体
制の強化

住民基本台帳事務における支援措
置など、被害者の保護体制を整え
ます。

・DV防止研修会に参加し、対応事例
等を学び、スキルの向上を図った。
・相談体制を強化し、他市及び他課と
の連携を図った。

・警察との連携強化 ・DV防止対策地域協議会
実務者会議への警察の参加
（試行的取り組み）

子育て支援課、
市民課

12 1 (4) ④ ＤＶなどに関する相談体
制の充実

DVなどに関する相談窓口の周知
を図ります。また、関係機関及び
庁内の連携体制を強化します。

・街頭啓発による相談窓口の周知とと
もにＤＶ防止対策地域協議会実務者会
議を年4回開催し、ケース検討、支援
方法の決定等を行った。

・警察との連携強化 ・DV防止対策地域協議会
実務者会議への警察の参加
（試行的取り組み）

子育て支援課

13 1 (4) ⑤ 医療機関、警察など関係
機関との連携強化

DVなどに関し、医療機関や警察
など、関係機関との連携体制を強
化します。

・DＶ防止対策地域協議会代表者会議
を年1回開催し、情報交換、実態把握
等を行うとともに、H31年度からは試
行的ではあるが、恵那警察署と必要に
応じて実務者会議において情報共有を
行うこととなった。

・警察との連携強化 ・DV防止対策地域協議会
実務者会議への警察の参加
（試行的取り組み）

子育て支援課

14 1 (5) ① あらゆる暴力を許さない
意識づくり

広報紙やホームページ、各種メ
ディアの活用により、セクシュア
ルハラスメントやマタニティハラ
スメント、モラルハラスメントな
ど、あらゆる暴力に関する情報を
提供し、知識の共有と暴力を許さ
ない意識づくりに努めます。

・広報紙の「男女共同参画コーナー」
へ性的少数者（LGBT）の理解促進の
記事を掲載した。

企画課

15 1 (5) ② 企業、各種団体などに対
する啓発

職場におけるセクシュアルハラス
メント、パワーハラスメントなど
を防止するため、リーフレットの
配布などにより、企業・各種団体
への啓発を行います。

・ハローワークと連携し、各イベント
の出席企業へリーフレットを配布し
た。

商工課

16 2 (1) ① 各種審議会・委員会への
女性委員の登用推進

市が設置する各種審議会・委員会
への女性委員の登用拡大に努めま
す。

・①委員会等の会議出席に係る託児事
業を実施。
・②地域の女性参画拡大に向けたプロ
グラム（地域女性のための「行政・地
域まるわかり」ミーティング）を開
催。【2回開催、34名参加】

・市の審議会に先立
ち、地域へ女性参画を
定着させること。

・②について、地域振興課
との連携実施。

企画課

17 2 (1) ② ワークショップやパブ
リック・コメントなど、
広聴活動の充実

市民からの意見や情報を収集し政
策に反映するよう、ワークショッ
プの開催やパブリック・コメント
制度など広聴活動の充実を図りま
す。

・恵那市パブリックコメント手続要綱
を制定し広聴の仕組みを整備した。

企画課

18 2 (1) ③ 企業、各種団体への啓発 職場における重要ポストへの女性
登用例などの資料収集に努め、企
業などへ情報提供を行います。

・実施なし。 企画課、
商工課
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H31.3.4時点
第２次恵那市男女共同参画プラン　施策の取組状況_平成30年度実績（平成30年度末見込み）
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推進委員会の
意見

担当課

平成30年度
基本
目標

施策の
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施策名 施策の内容

19 2 (1) ④ 地域活動への女性参画の
促進

地域における活動において、性別
にかかわらない役員就任や、活動
参加ができるよう情報提供、啓発
を行います。

・各種団体の委員に、女性の登用な
ど、活動参加への呼びかけを行った。

・地域に浸透するのに
は時間がかかる。

地域振興課

20 2 (2) ① より良い就労環境の推進 より良い就労環境を目指すため、
商工会議所や商工会、市内事業所
などに対して、広報紙、ホーム
ページ、リーフレットなどの活用
により、男女共同参画に対する啓
発や情報発信を行います。

・広報紙の「男女共同参画コーナー」
へ企業の優良な取り組みの記事を掲載
した。

企画課、
商工課

21 2 (2) ② 求職ニーズと求人ニーズ
のギャップの縮小を推進

求職ニーズと求人ニーズのギャッ
プの縮小を目指すため、企業誘致
を積極的に行い、就労の場の提供
を充実します。

・ＩＴ関連企業を誘致するため、展示
会4回、マッチングイベント3回参
加。

・ＩＴ関連企業などが
立地するメリットを明
確化する必要がある。

・地域企業と連携した企業
誘致戦略をつくる。

商工課

22 2 (2) ③ 恵那市役所における多様
な職務機会の提供

恵那市役所が率先して男女が共に
活躍できる職場を実現するため、
職域拡大などにより多様な職務機
会を与え、計画的な育成、キャリ
ア形成の支援を行います。

・恵那市役所の女性活躍特定事業主行
動計画に基づく取組の実施状況
【管理職の女性割合　19.6%】
【女性職員の昇任試験受験状況　係長
25.5%、課長 11.7%】

総務課

23 2 (3) ① ワーク・ライフ・バラン
スの推進

市のホームページや広報紙及び各
種メディアを活用して、ワーク・
ライフ・バランスに対する重要性
について啓発を行います。

・市ウェブサイトに岐阜県ワークライ
フバランス推進企業の募集を掲載し
た。

企画課

24 2 (3) ② 企業に対する広報・啓発
の推進

ワーク・ライフ・バランスを進め
るために、総労働時間短縮の取組
についての啓発や事例などの情報
提供を、企業と連携して行いま
す。

・企業訪問時に岐阜県ワークライフバ
ランス推進企業などの制度を説明。
【訪問企業数：60社】
・ワークライフバランス推進に取り組
む企業を恵那くらしビジネスサポート
センターウェブサイトで紹介。【紹介
企業数：2社】

・制度の周知 ・企業訪問などにより制度
の周知を図る。

商工課

25 2 (3) ③ 恵那市役所における両立
支援制度の利用促進

恵那市役所が率先して子育てや介
護をしながら活躍できる職場を実
現するため、意識啓発などによ
り、両立支援制度の利用がしやす
い環境を整え、利用促進を行いま
す。

・男性職員の育児休業取得を推進し４
名が取得した。【取得率　15.3％】

総務課

26 2 (4) ① 家庭生活での男女共同参
画意識の育成

広報紙などのメディアの活用、セ
ミナーなどの開催など、夫婦間や
家庭生活においての男女共同参画
意識の向上に向けた啓発を行いま
す。

・広報紙の「男女共同参画コーナー」
へ家庭での男女共同参画に関する記事
を掲載した。【2回掲載】
（夫婦間の話し合い、男性の育児休
業）

企画課、
生涯学習課

27 2 (4) ② 地域のまちづくり活動へ
の男女共同参画の推進

多くの人がまちづくりに参加でき
る雰囲気、場所づくりを行い、地
域の中でお互いに支え合う取組を
支援します。

・各地域自治区に、多くの若者や女性
がまちづくりに関わることができる環
境づくりを推進した。

・リーダー的な若者や
女性が少ない。

地域振興課
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H31.3.4時点
第２次恵那市男女共同参画プラン　施策の取組状況_平成30年度実績（平成30年度末見込み）
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28 2 (4) ③ まちづくり活動組織にお
ける女性役員の登用推進

まちづくり活動に対し、女性の意
見を多く取り入れるため、女性役
員の登用について積極的に推進し
ます。

・各地域自治区の構成団体の女性の方
が、地域での女性登用の支援に向けた
勉強会（地域の女性参画拡大に向けた
プログラム）に参加した。

・役員を出来る女性が
限られている。

地域振興課

29 2 (5) ① 防災リーダー養成講座へ
の参加推進

地域の関係組織を通じた情報提供
や広報紙、ホームページなどを活
用し、防災士を養成する防災アカ
デミーへの女性受講者増加を図り
ます。

・防災アカデミー開催にあたり、女性
の活躍の場、共助の担い手としての地
域社会活動への参加の機会、又は企業
防災の観点から、広報えなで広く市民
に周知すると共に、商工事業者及び市
内全中学校・高等学校に個別に呼びか
けを実施した。
【防災アカデミー修了者　女性
29/55人（52.7％）】

危機管理課

30 2 (5) ② 男女のニーズに配慮した
避難所などの備蓄品の充
実

避難所におけるプライバシーへの
配慮や避難所での老若男女のニー
ズに対応した備蓄品の整備を順次
行います。

・平成29年度に恵那市避難所運営マ
ニュアル改善部会において作成したマ
ニュアルを基に、総合防災訓練の地域
総合訓練時に６地域で市民主体の避難
所開設・運営訓練を行った。また、国
際交流協会主催で外国人向け防災啓発
とし、避難所への入所方法、マナー等
について6カ国語での講座を行った。

・備蓄品の整備も限り
が無いため、開設・運
営の訓練を通じ老若男
女のニーズに対応した
運営が必要。

危機管理課

31 2 (5) ③ 防災講演会など研修機会
への参画推進

防災意識の向上を図るため、防災
訓練や防災講演会などの開催に際
して、自治会、まちづくり団体、
女性団体、子育て団体など幅広い
団体へ参加を呼びかけます。

・地域自治区、自治会、女性防火クラ
ブ、日赤奉仕団、事業所、学校等の会
議や活動時に、土砂災害や地震等の防
災対策研修を通じ啓発を行った。

危機管理課

32 2 (5) ④ 自主防災組織への参加促
進

地域で編成される自主防災組織へ
の積極的な参加を促します。

・平成27年度に各地区において作成
した地区防災計画に基づき、実践・検
証・見直しによる継続的な活動を行っ
た。また、広報えな等で総合防災訓練
への参加を呼びかけを行った。
【世帯参加率63.3％、人口参加率
43.9％】

危機管理課

33 2 (6) ① 相談窓口の充実と連携強
化

庁内における様々な相談窓口及び
専門機関などとの連携を図り、相
談者への支援に努めます。

・各相談窓口において相談者へ支援を
行った。

企画課

34 3 (1) ① 切れ目ない継続的な子育
て支援

妊娠、出産、子育てまでの切れ目
のない包括的な支援体制を構築し
ます。

・子育て支援施策と母子保健施策によ
る切れ目ない支援体制の構築を進める
ため、子育て関係機関との連携会議を
開催し、情報共有や課題解決を図っ
た。【全体会議１回、分野別部会計9
回】

・連携会議をH31子ども・
子育て支援事業計画策定に
向け、意見聴取の場として
活用する。

子育て支援課
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H31.3.4時点
第２次恵那市男女共同参画プラン　施策の取組状況_平成30年度実績（平成30年度末見込み）

実績
（年度末見込み）
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の特記事項）

推進委員会の
意見

担当課

平成30年度
基本
目標

施策の
方向

施策名 施策の内容

35 3 (1) ② こども園に関する制度の
充実

時間外保育や一時預かり事業な
ど、多様なニーズに対応した保育
制度の充実を図り、保育を必要と
する世帯が安心して子どもを預け
られるよう、こども園の充実を図
ります。

・おさしま二葉こども園が完成し、Ｈ
31年4月から開園する。3歳未満児の
受け入れ定員の拡充を図った。

・幼児コースの夏季休
暇中の緊急一時預かり
の希望への対応。
・医療的ケアが必要な
児童への対応。

・夏季休暇中の緊急一時預
かりへの対応。
・医療的ケアが必要な児童
への対応を検討する。

幼児教育課

36 3 (1) ③ 子育てと就労を両立する
ための支援

放課後の子どもの居場所の確保、
ファミリー・サポート・センター
事業による子どもの預かりなどの
相互援助活動を推進し、働きなが
ら安心して子育てできる環境をつ
くります。

・放課後児童クラブは14校区19クラ
ブで実施。
・病児保育所は今年度より8：30～
9：30の間に予約受付をした利用者に
ついて、当日利用できるよう利便性の
向上を図った。

・放課後児童クラブ以
外の児童の居場所につ
いての検討が必要。

・放課後等児童の健全育成
指針を策定し、放課後や長
期休暇の子どもの過ごし方
についてのあるべき姿を共
有する。

子育て支援課

37 3 (1) ④ 地域で子育てを支える体
制づくり

子ども達が異世代の人達と相互の
交流を図る場所や機会の提供、
「子育て支援員」など子育てに関
わる人材バンクの設置、子育てに
ついての相談、情報の提供などの
援助を行います。

・地域での子育てをサポートする「え
なっ宝（こ）ほっとステーション」を
周知するため、5月には広報特集号に
よる発信をするともに、子育て応援情
報誌「おおきくなあれ」をリニューア
ルし、こども園、小学校へ配布・PR
を行った。

・保育士の人材確保につい
ては、岐阜県保育士・保育
所支援センターと連携して
進めていく。

子育て支援課

38 3 (1) ⑤ 子育て支援企業のPRと登
録促進

従業員の子育て支援のための取組
や、意識啓発を積極的に行う企業
などのPRに努めます。

・企業訪問時にワークライフバランス
推進企業などの制度を説明【訪問企業
数：60社】
・ワークライフバランス推進に取り組
む企業を恵那くらしビジネスサポート
センターウェブサイトで紹介【紹介企
業数：2社】

・制度の周知 ・企業訪問などにより制度
の周知を図る。

商工課

39 3 (2) ① 健康づくりのための啓発
活動

市民の健康に対する意識を高める
ため、広報紙やホームページ、講
演会などの機会を通じて、情報を
提供します。

・市民の健康に対する意識を高めるた
め、年間通して広報紙で健幸レシピの
紹介とレシピカードを作成。また、6
月３日健幸フェスタでは、健康チェッ
クと食（減塩）と運動について健康づ
くりに関する啓発を行った。

健幸推進課

40 3 (2) ② 健康診断の充実 特定健診の受診を勧奨するととも
に、健診後の保健指導を総括的か
つ継続的に行います。

・特定健診のＰＲチラシを商工会や乳
幼児健診・こども園・小学校・中学校
の保護者に配布【8,300枚】、生命保
険会社との協定による加入者へ配布
【2,800枚】。
・糖尿病重症化予防対策で、対象者
549人中238人へ保健指導を実施し
た。

健幸推進課
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方向
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41 3 (2) ③ スポーツに親しむ機会の
創出

ライフスタイルや年代に応じた、
楽しみながらスポーツができる機
会を提供します。

・健幸フェスタで体力テストを実施。
【1回開催、214人参加】
・こども園と連携し、子どもと保護者
が家庭でも出来る運動体験会を実施。
【２回開催、146人参加】
・明知鉄道を利用したウォーキング大
会（一般・ファミリー対象）を開催。
【１回開催、75人参加】

・お金をかけずに参加
者を増やすための工
夫。

スポーツ課

42 3 (2) ④ コミュニティセンターを
核とした「三学のまち」
の推進

コミュニティセンターを活用し、
三学の精神・取組を市民に広める
学びの体制を構築します。

・市民講座の実施。市民三学地域塾に
より郷土・先人・地域課題解決の学習
会などの学びの機会を企画し開催し
た。
【市民講座　293講座　3,733名
夏休み講座　37講座　591名】
【三学のまち講座　５講座　115名】
【生涯学習フォーラム　80名】
【先人学習講座　3講座　150名】
【下田歌子賞　3973名】
【大学連携講座　３講座　63名】

・三学のまち講座につ
いては、テーマを「は
たらく・たべる・くら
す」について企画した
が、学んだことを生か
すところまではいたっ
ていない。

・来年度三学については、
テーマを防災にし第1回～
3回まで実施し、第4回目
で生涯学習フォーラムを開
催する。

生涯学習課

43 3 (3) ① シルバー人材センターや
壮健クラブへの支援

高齢者に対して就労の場や活躍の
場を確保し生きがいづくりを進め
ます。

・シルバー人材センターや壮健クラブ
に対し、高齢者の就労の場や活躍の場
を確保し生きがいづくりを進めるよう
支援を行った。
【シルバー就業延人数　47,950人
日】
【壮健クラブ活動延人数　48,800
人】

・シルバー人材セン
ター会員の確保。
・壮健クラブ会員の増
強。

高齢福祉課

44 3 (3) ② 高齢者への活躍支援 学習活動の推進や、生涯学習の場
での活躍など、高齢者が知識や経
験を活かして生きがいをもって活
動、社会参加出来る環境づくりを
推進します。

・壮健クラブ等を通じ、生涯学習活動
の推進や学校への指導、地域の環境整
備等を実施した。

高齢福祉課

45 3 (3) ③ 生活、就労など多岐にわ
たる障がい者支援

年代にとらわれない療育や自宅以
外の居場所づくりなど、障がい者
福祉サービスを充実させることに
より、地域社会で共生できる社会
の構築を図ります。

・12月の「障害者週間」あわせ、市
役所・中央図書館にて市内の障がい者
通う事業所が物販等行い障がい者福祉
についての関心と理解に努めた。
・地域生活支援拠点「ぷらっと」を、
障がい児者や引きこもりの人達の「居
場所」「活動の場」として提供し、地
域で自立した日常生活と社会生活を営
むきっかけづくりとなる支援を行っ
た。
【利用登録者　69人、開所日数
244日、延べ利用者数　2,217名
（日平均　9.1人）】
※季節インベト（市役所花壇手入れ）
※産業カウンセラーによるお茶会
※管理栄養士による食事勉強会　等

・福祉センター内にあ
る「ぷらっと」では、
市内をカバーできない
ため、将来的に南地区
にも設置の検討。

・事業所の物販について、
さらなる理解を深めるた
め、市内の商業施設等で行
えるよう検討する。
・試行的に南地区（明智
町）にてサテライトぷらっ
とを月１回実施予定

社会福祉課
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46 3 (3) ④ 多様な福祉人材の確保 充実した福祉サービスの提供を図
るため、ケアの担い手として多様
な形で参加出来る環境整備を促進
します。

・１月28日に「事業者部会」を開
催。障がい者への虐待・差別について
理解を深める勉強会を行い、人材育成
に努めた。
・また、シルバー人材センターや地域
の組織に対し、生活支援が必要な高齢
者へのサービスや介護予防事業の実施
などの環境整備を進めた。

・事例検討を行い、困難事
案等に対応できる、人材を
育成する。

高齢福祉課、
社会福祉課

47 3 (4) ① 地域で支え合える体制づ
くり

住み慣れた地域で自分らしい暮ら
しを人生の最後まで続けることが
できるよう、地域コミュニティの
再生と相互扶助機能の向上を図
り、住まい・医療・介護・予防・
生活支援が一体的に提供される地
域包括ケアシステムの構築を図り
ます。

・地域包括ケアシステムの構築をさら
に深化させるため、地域ケア会議の開
催、生活支援体制の強化、地域の見守
りネットワークの充実、在宅医療と介
護の連携強化、多職種連携の強化を
行った。

高齢福祉課

48 3 (4) ② ひとり親家庭への経済支
援及び自立支援

ひとり親世帯の市民税課税状況に
応じて、こども園、保育園の保育
料の軽減措置を図ります。また自
立に向け、入園の際は保育の優先
利用を考慮します。

・79世帯に対して軽減措置を行っ
た。また、入園調整児に優先利用に配
慮した。

幼児教育課

49 3 (4) ③ 性的マイノリティに対す
る知識の育成と理解の促
進

広報紙などのマスメディアを活用
し、同姓愛者、両性愛者、性同一
性障害者などの性的少数者に関す
る知識の情報提供を行い、差別の
ない社会を目指します。

・広報紙の「男女共同参画コーナー」
へ性的少数者（LGBT）の理解促進の
記事を掲載した。

企画課、
社会福祉課

50 3 (5) ① 伝統文化・芸能の継承及
び故郷学習の推進

地元の歴史・文化について学ぶ機
会を設け、後世に継承することに
努めます。また、故郷学習など故
郷愛を育む取組を行います。

・（公財）恵那市文化振興会を通じて
伝統芸能の保存伝承を支援した。
・各学校の総合学習の時間に、地域に
ある教材を活用、郷土愛を育む取組を
行った。
・「下田歌子先生」の本を作成し活用
する。

生涯学習課

51 3 (5) ② 多文化共生社会に対応し
た支援

関係団体との連携のもと、在住外
国人の現状把握を図るとともに、
多文化への理解と共生を推進して
いきます。

・市内企業向けアンケートの実施を検
討していたが、手法を変更し、企業実
体把握の為行っている企業訪問での質
問項目に外国人労働者の受入状況を加
え、実態把握に努めた。

総務課

52 3 (5) ③ 国際理解のための教育の
推進

学校教育における語学教育、多文
化に触れ合う機会の提供により、
児童・生徒の国際感覚、コミュ
ケーション能力の育成を図りま
す。

・全小・中学校にALTを派遣し、授業
及び交流を行った。

学校教育課
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53 3 (5) ④ 在住外国人への支援 関係団体との連携のもと、にほん
ご教室の開催や、生活情報の多言
語化など、在住外国人の生活に関
する支援に努めます。

・恵那市国際交流協会によるにほんご
教室を支援した。
・多文化交流の機会として、同協会に
よるワールドカフェ【外国人：20
人、日本人：80人】や外国人向け防
災啓発講座【外国人；48人】を支援
した。
・災害時避難者カードの多言語化に取
り組んだ。
【英語のみ対応→６カ国語対応】

・外国人への周知と、
日本人ボランティアの
醸成。

総務課
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目標指標の達成状況

H31.3.4時点

基本目標１　意識づくり
目標値

平成37年度

76.3% 82.0% 77.0% 77.7% 77.3%

95.38% 102.50% 96.25% 97.13% 96.63%

21.5% 27.7% 27.9% 33.1% 32.7%
43.00% 55.40% 55.80% 66.20% 65.40%

14.7% 16.6% 23.2% 24.1% 27.7%
29.40% 33.20% 46.40% 48.20% 55.40%

29.4% 35.3% 34.7% 35.9% 36.9%
58.80% 70.60% 69.40% 71.80% 73.80%

50.2% 52.6% 44.6% 46.3% 47.4%
66.93% 70.13% 59.47% 61.73% 63.20%

33.5% 31.7% 37.0% 33.8% 35.5%
67.00% 63.40% 74.00% 67.60% 71.00%

13.4% 12.5% 21.1% 20.2% 19.8%
26.80% 25.00% 42.20% 40.40% 39.60%

12.2% 11.0% 19.0% 15.8% 17.6%
24.40% 22.00% 38.00% 31.60% 35.20%

12.4% 12.2% 20.1% 18.1% 18.8%
24.80% 24.40% 40.20% 36.20% 37.60%

基本目標２　環境づくり
目標値

平成37年度

23.0% 23.0% 22.1% 24.05% 22.84%

57.50% 57.50% 55.25% 60.13% 57.10%

70.8% 70.8% 64.1% — —

88.50% 88.50% 80.13% － －

9人 3人 6人 24人 26人
69.23% 23.08% 46.15% 184.62% 200.00%

基本目標３　安心して生活できる体制づくり
目標値

平成37年度

267人 261人 267人 279人 未確定 312人

85.58% 83.65% 85.58% 89.42% 未確定 H31年目標※1

29企業 67企業 74企業 78企業 未確定

29.00% 67.00% 74.00% 78.00% 未確定

38.00% 41.6% 42.20% 45.4% 未確定 60%

63.33% 69.33% 70.33% 75.67% 未確定 H29年目標※2

※１　「恵那市子ども・子育て支援事業計画」（平成27年策定）目標値、※２　「第2期特定健診等実施計画」（平成25年策定）目標値

実績値（直近２年度）

実績値（直近２年度）

実績値

H27.3.31現在1
市内こども園及び保育園における未満児保
育の受入数

75%

50%

50%

50%

80%

4

わからない・無
回答を除く
81.5%

わからない・無
回答を除く
48.8%

40%

80%

13人

3 特定健診受診率

指標

指標

指標

3

2

1

「男性は仕事、女性は家庭」という考えに
ついて、「男女とも仕事をし、家事・育
児・介護の役割も分かち合うのがよい」と
考える割合

地域活動の場における男女の優遇差につい
て、平等であると考える割合

職場での待遇における男女の優遇差につい
て、平等であると考える割合

1

2

3

2

家庭生活における男女の優遇差について、
平等であると考える割合

9

8

7

6

5

岐阜県子育て支援企業登録数

わからない・無
回答を除く
72.9%

わからない・無
回答を除く
54.4%

わからない・無
回答を除く
28.5%

わからない・無
回答を除く
24.1%

わからない・無
回答を除く
13.5%

わからない・無
回答を除く
14.9%

361/1567人

特に何もしてい
ない27.0％、無

回答2.2％
（H27男女プラ
ン策定時調査）

—

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

市が設置する各種審議会・委員会への女性
登用率

政治の場における男女の優遇差について、
平等であると考える割合

社会通念・習慣・しきたりにおける男女の
優遇差について、平等であると考える割合

法律や制度上における男女の優遇差につい
て、平等であると考える割合

学校教育の場における男女の優遇差につい
て、平等であると考える割合

社会全体における男女の優遇差について、
平等であると考える割合

企業におけるワーク・ライフ・バランス実
現に向けた取組の実施割合

防災リーダー養成講座への女性参加者数

50%

50%

50%

50%
わからない・無

回答を除く
40.6%

わからない・無
回答を除く
52.2%

わからない・無
回答を除く
27.7%

わからない・無
回答を除く
21.6%

3/41人

320/1446人

特に何もしてい
ない18.7％、無

回答17.2％
（H28雇用マス
タープラン策定

時調査）

6/28人

数値
出典元

市民意識調査【企
画課】

〃

〃

〃

〃

〃

数値
出典元

恵那市子ども・子
育て支援事業計画
【幼児教育課】

【岐阜県子ども・
女性局女性の活躍
推進課】

第2期特定健診等
実施計画【健幸推
進課】

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

〃

〃

〃

数値
出典元

女性の登用率調査
（各年度4.1時
点）【企画課】

企業の雇用等に関
する意向調査【商
工課】

わからない・無
回答を除く
25.8%

わからない・無
回答を除く

26%

わからない・無
回答を除く
15.2%

H28.3.31現在 H29.3.31現在 H30.3.31現在 H31.3.31確定

100企業

わからない・無
回答を除く
84.4%

わからない・無
回答を除く
31.9%

わからない・無
回答を除く

20%

わからない・無
回答を除く
43.5%

わからない・無
回答を除く
71.2%

わからない・無
回答を除く
35.1%

わからない・無
回答を除く

32%

わからない・無
回答を除く
81.5%

わからない・無
回答を除く
40.1%

わからない・無
回答を除く
33.4%

わからない・無
回答を除く
50.3%

わからない・無
回答を除く
76.6%

【危機管理課】

わからない・無
回答を除く
83.7%

わからない・無
回答を除く
40.8%

わからない・無
回答を除く
38.9%

わからない・無
回答を除く
52.6%

わからない・無
回答を除く
80.4%

わからない・無
回答を除く
55.4%

わからない・無
回答を除く
27.1%

わからない・無
回答を除く
24.4%

わからない・無
回答を除く
25.2%

341/1418人 325/1423人

24/48人 26/55人

—

※医療機関での
受診代引下げ、
未受診者勧奨強

化

—

—

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

当初値

わからない・無
回答を除く
80.6%

わからない・無
回答を除く
27.5%

わからない・無
回答を除く

19%

わからない・無
回答を除く
40.2%

— H31.10頃確定

— H31.3.31確定

—

平成26年度
当初値

わからない・無
回答を除く
74.4%

わからない・無
回答を除く
48.3%

わからない・無
回答を除く
18.3%

わからない・無
回答を除く
16.4%

わからない・無
回答を除く
16.7%

平成26年度
当初値

361/1567人
（H27.4.1時

点）

特に何もしてい
ない27.0％、無

回答2.2％
（H27男女プラ
ン策定時調査）

9/44人

平成26年度

企業調査
実施なし

企業調査
実施なし

表の見方： 目標指数

達成率
備考

0.0%
10.0%

20.0%
30.0%

40.0%
50.0%

60.0%
70.0%

80.0%
90.0%

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成37年度

１－１～１－９ （意識づくり）

１－１ １－2 １－3 １－4 １－5

１－6 １－7 １－8 １－9

※わからない・無回答除く率で比較

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成37年度

２－１ （環境づくり－女性登用率）

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

100.0%

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成37年度

２－２ （環境づくり－ワーク・ライフ・バランスの取組実施割合）

数値なし

（直近年度値）

数値なし

（直近年度値）

人

10人

20人

30人

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成37年度

２－３ （環境づくり－防災リーダ養成講座への女性参加者数）

220人

240人

260人

280人

300人

320人

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成37年度

３－１ （体制づくり－未満児保育の受入数）

数値なし

（直近年度値）

企業

50企業

100企業

150企業

平成26年度平成27年度 平成28年度平成29年度 平成30年度平成37年度

３－２ （体制づくり－子育て支援企業登録数）

数値なし

（直近年度値）

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成37年度

３－３ （体制づくり－特定健診受診率）

数値なし

（直近年度値）

1
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目標指標の達成状況＿基本目標１　意識づくり（詳細）

H31.3.4時点

基本目標１　意識づくり
目標値

件数 率（目標指数用）
率（わからない・

無回答除） 件数 率（目標指数用）
率（わからない・

無回答除） 件数 率（目標指数用）
率（わからない・

無回答除） 件数 率（目標指数用）
率（わからない・

無回答除）

仕事は男が行い、家庭は女が行う 84 5.8% 6.1% 120 8.4% 8.9% 130 9.1% 9.5% 88 6.9% 7.4%
仕事は男女で行い、家庭は女が行う 60 4.1% 4.4% 83 5.8% 6.1% 69 4.8% 5.1% 50 3.9% 4.2%
仕事も家庭も男女で共に行う 1,107 76.3% 80.6% 1,104 77.0% 81.5% 1,112 77.7% 81.5% 990 77.3% 83.7% 80%
仕事は女が行い、家庭は男女で行う ― ― ― ― ― ― 1 0.1% 0.1% 3 0.2% 0.3%
仕事は女が行い、家庭は男が行う 52 3.6% 3.8% 0 0.0% 0.0% 2 0.1% 0.1% 0 0.0% 0.0%
その他 70 4.8% 5.1% 48 3.3% 3.5% 51 3.6% 3.7% 52 4.1% 4.4%
無回答 78 5.4% ― 78 5.4% ― 66 4.6% ― 97 7.6% ―
合計 1,451 100.0% 100.0% 1,433 100.0% 100.0% 1,431 100.0% 100.0% 1,280 100.0% 100.0%

男性が非常に優遇されている 257 17.7% 22.7% 162 11.3% 14.2% 159 11.1% 13.5% 152 11.9% 14.8%
男性がやや優遇されている 411 28.3% 36.2% 417 29.1% 36.6% 393 27.5% 33.3% 361 28.2% 35.2%
平等である 312 21.5% 27.5% 400 27.9% 35.1% 473 33.1% 40.1% 419 32.7% 40.8% 50%
女性がやや優遇されている 80 5.5% 7.1% 124 8.7% 10.9% 120 8.4% 10.2% 70 5.5% 6.8%
女性が非常に優遇されている 74 5.1% 6.5% 35 2.4% 3.1% 35 2.4% 3.0% 24 1.9% 2.3%
わからない 91 6.3% ― 137 9.6% ― 126 8.8% ― 109 8.5% ―
無回答 226 15.6% ― 158 11.0% ― 125 8.7% ― 145 11.3% ―
合計 1,451 100.0% 100.0% 1,433 100.0% 100.0% 1,431 100.0% 100.0% 1,280 100.0% 100.0%

男性が非常に優遇されている 375 25.8% 33.4% 188 13.1% 18.1% 181 12.6% 17.5% 161 12.6% 17.7%
男性がやや優遇されている 471 32.5% 41.9% 432 30.1% 41.6% 418 29.2% 40.5% 324 25.3% 35.6%
平等である 214 14.7% 19.0% 332 23.2% 32.0% 345 24.1% 33.4% 354 27.7% 38.9% 50%
女性がやや優遇されている 25 1.7% 2.2% 74 5.2% 7.1% 70 4.9% 6.8% 57 4.5% 6.3%
女性が非常に優遇されている 39 2.7% 3.5% 13 0.9% 1.3% 19 1.3% 1.8% 14 1.1% 1.5%
わからない 84 5.8% ― 193 13.5% ― 222 15.5% ― 176 13.8% ―
無回答 243 16.7% ― 201 14.0% ― 176 12.3% ― 194 15.2% ―
合計 1,451 100.0% 100.0% 1,433 100.0% 100.0% 1,431 100.0% 100.0% 1,280 100.0% 100.0%

男性が非常に優遇されている 178 12.3% 16.7% 94 6.6% 9.2% 91 6.4% 8.9% 79 6.2% 8.8%
男性がやや優遇されている 345 23.8% 32.4% 344 24.0% 33.8% 326 22.8% 31.9% 268 20.9% 29.8%
平等である 428 29.5% 40.2% 497 34.7% 48.8% 514 35.9% 50.3% 472 36.9% 52.6% 50%
女性がやや優遇されている 49 3.4% 4.6% 72 5.0% 7.1% 80 5.6% 7.8% 68 5.3% 7.6%
女性が非常に優遇されている 66 4.5% 6.2% 11 0.8% 1.1% 10 0.7% 1.0% 11 0.9% 1.2%
わからない 143 9.9% ― 227 15.8% ― 259 18.1% ― 211 16.5% ―
無回答 242 16.7% ― 188 13.1% ― 151 10.6% ― 171 13.4% ―
合計 1,451 100.0% 100.0% 1,433 100.0% 100.0% 1,431 100.0% 100.0% 1,280 100.0% 100.0%

男性が非常に優遇されている 42 2.9% 4.3% 36 2.5% 4.1% 34 2.4% 3.9% 27 2.1% 3.6%
男性がやや優遇されている 106 7.3% 10.8% 128 8.9% 14.6% 109 7.6% 12.6% 75 5.9% 9.9%
平等である 729 50.2% 74.4% 639 44.6% 72.9% 663 46.3% 76.6% 607 47.4% 80.4% 75%
女性がやや優遇されている 52 3.6% 5.3% 66 4.6% 7.5% 50 3.5% 5.8% 37 2.9% 4.9%
女性が非常に優遇されている 51 3.5% 5.2% 7 0.5% 0.8% 10 0.7% 1.2% 9 0.7% 1.2%
わからない 213 14.7% ― 333 23.2% ― 381 26.6% ― 316 24.7% ―
無回答 258 17.8% ― 224 15.6% ― 184 12.9% ― 209 16.3% ―
合計 1,451 100.0% 100.0% 1,433 100.0% 100.0% 1,431 100.0% 100.0% 1,280 100.0% 100.0%

男性が非常に優遇されている 178 12.3% 17.7% 79 5.5% 8.1% 100 7.0% 10.8% 75 5.9% 9.1%
男性がやや優遇されている 259 17.8% 25.8% 281 19.6% 28.9% 270 18.9% 29.2% 238 18.6% 29.0%
平等である 485 33.4% 48.3% 530 37.0% 54.4% 483 33.8% 52.2% 455 35.5% 55.4% 50%
女性がやや優遇されている 37 2.5% 3.7% 63 4.4% 6.5% 56 3.9% 6.0% 38 3.0% 4.6%
女性が非常に優遇されている 45 3.1% 4.5% 21 1.5% 2.2% 17 1.2% 1.8% 16 1.3% 1.9%
わからない 194 13.4% ― 266 18.6% ― 330 23.1% ― 268 20.9% ―
無回答 253 17.4% ― 193 13.5% ― 175 12.2% ― 190 14.8% ―
合計 1,451 100.0% 100.0% 1,433 100.0% 100.0% 1,431 100.0% 100.0% 1,280 100.0% 100.0%

男性が非常に優遇されている 308 21.2% 28.9% 186 13.0% 17.5% 193 13.5% 18.5% 182 14.2% 19.5%
男性がやや優遇されている 492 33.9% 46.2% 525 36.6% 49.3% 510 35.6% 48.9% 447 34.9% 47.9%
平等である 195 13.4% 18.3% 303 21.1% 28.5% 289 20.2% 27.7% 253 19.8% 27.1% 50%
女性がやや優遇されている 31 2.1% 2.9% 40 2.8% 3.8% 43 3.0% 4.1% 42 3.3% 4.5%
女性が非常に優遇されている 39 2.7% 3.7% 10 0.7% 0.9% 7 0.5% 0.7% 9 0.7% 1.0%
わからない 139 9.6% ― 189 13.2% ― 233 16.3% ― 172 13.4% ―
無回答 247 17.0% ― 180 12.6% ― 156 10.9% ― 175 13.7% ―
合計 1,451 100.0% 100.0% 1,433 100.0% 100.0% 1,431 100.0% 100.0% 1,280 100.0% 100.0%

男性が非常に優遇されている 451 31.1% 41.9% 272 19.0% 25.8% 302 21.1% 28.8% 283 22.1% 30.7%
男性がやや優遇されている 433 29.8% 40.2% 494 34.5% 46.9% 502 35.1% 47.9% 396 30.9% 43.0%
平等である 177 12.2% 16.4% 272 19.0% 25.8% 226 15.8% 21.6% 225 17.6% 24.4% 50%
女性がやや優遇されている 4 0.3% 0.4% 12 0.8% 1.1% 10 0.7% 1.0% 13 1.0% 1.4%
女性が非常に優遇されている 12 0.8% 1.1% 4 0.3% 0.4% 7 0.5% 0.7% 5 0.4% 0.5%
わからない 131 9.0% ― 195 13.6% ― 232 16.2% ― 187 14.6% ―
無回答 243 16.7% ― 184 12.8% ― 152 10.6% ― 171 13.4% ―
合計 1,451 100.0% 100.0% 1,433 100.0% 100.0% 1,431 100.0% 100.0% 1,280 100.0% 100.0%

男性が非常に優遇されている 238 16.4% 22.1% 184 12.8% 16.6% 188 13.1% 17.5% 178 13.9% 18.6%
男性がやや優遇されている 619 42.7% 57.5% 581 40.5% 52.5% 580 40.5% 54.0% 490 38.3% 51.2%
平等である 180 12.4% 16.7% 288 20.1% 26.0% 259 18.1% 24.1% 241 18.8% 25.2% 50%
女性がやや優遇されている 11 0.8% 1.0% 38 2.7% 3.4% 39 2.7% 3.6% 38 3.0% 4.0%
女性が非常に優遇されている 28 1.9% 2.6% 15 1.0% 1.4% 8 0.6% 0.7% 10 0.8% 1.0%
わからない 143 9.9% ― 165 11.5% ― 204 14.3% ― 158 12.3% ―
無回答 232 16.0% ― 162 11.3% ― 153 10.7% ― 165 12.9% ―
合計 1,451 100.0% 100.0% 1,433 100.0% 100.0% 1,431 100.0% 100.0% 1,280 100.0% 100.0%

平成37年度

社会全体における男女の
優遇差について、平等で
あると考える割合

9

地域活動の場における男
女の優遇差について、平
等であると考える割合

4

学校教育の場における男
女の優遇差について、平
等であると考える割合

5

法律や制度上における男
女の優遇差について、平
等であると考える割合

6

1

「男性は仕事、女性は家
庭」という考えについ
て、「男女とも仕事を
し、家事・育児・介護の
役割も分かち合うのがよ
い」と考える割合

社会通念・習慣・しきた
りにおける男女の優遇差
について、平等であると
考える割合

7

8

政治の場における男女の
優遇差について、平等で
あると考える割合

家庭生活における男女の
優遇差について、平等で
あると考える割合

2

職場での待遇における男
女の優遇差について、平
等であると考える割合

3

実績値（直近２年度）

指標

当初値

回答 平成26年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

当初

現状

当初

現状

6.1%
4.4%

80.6%
3.8%

5.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１男女の役割分担の考え

【Ｈ２６年度】 １ 役割分担の考え

「男は仕事、女は家庭」がよい

男女とも仕事をするが、家事・育児・介護は女性の役割である

男女とも仕事をし、家事・育児・介護の役割も分かち合うのがよい

「女は仕事、男は家庭」がよい

その他

22.7%

33.4%

16.7%

4.3%

17.7%

28.9%

41.9%

22.1%

36.2%

41.9%

32.4%

10.8%

25.8%

46.2%

40.2%

57.5%

27.5%

19.0%

40.2%

74.4%

48.3%

18.3%

16.4%

16.7%

7.1%

2.2%

4.6%

5.3%

3.7%

2.9%

0.4%

1.0%

6.5%

3.5%

6.2%

5.2%

4.5%

3.7%

1.1%

2.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

２家庭生活

３職場

４地域活動の場

５学校教育の場

６法律や制度上

7社会通念・習慣・しきたり

８政治の場

９社会全体として

【Ｈ２６年度】 ２～９ 場面による男女の優遇差

男性が非常に優遇されている 男性がやや優遇されている 平等である

女性がやや優遇されている 女性が非常に優遇されている

※わからない・無回答除く率で比較

※わからない・無回答除く率で比較

7.4%
4.2%

83.7%
0.3%
0.0%

4.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１男女の役割分担の考え

【Ｈ３０年度】 １ 役割分担の考え

仕事は男が行い、家庭は女が行う 仕事は男女で行い、家庭は女が行う 仕事も家庭も男女で共に行う

仕事は女が行い、家庭は男女で行う 仕事は女が行い、家庭は男が行う その他

※わからない・無回答除く率で比較

14.8%

17.7%

8.8%

3.6%

9.1%

19.5%

30.7%

18.6%

35.2%

35.6%

29.8%

9.9%

29.0%

47.9%

43.0%

51.2%

40.8%

38.9%

52.6%

80.4%

55.4%

27.1%

24.4%

25.2%

6.8%

6.3%

7.6%

4.9%

4.6%

4.5%

1.4%

4.0%

2.3%

1.5%

1.2%

1.2%

1.9%

1.0%

0.5%

1.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

２家庭生活

３職場

４地域活動の場

５学校教育の場

６法律や制度上

7社会通念・習慣・しきたり

８政治の場

９社会全体として

【Ｈ３０年度】 ２～９ 場面による男女の優遇差

男性が非常に優遇されている 男性がやや優遇されている 平等である

女性がやや優遇されている 女性が非常に優遇されている

※わからない・無回答除く率で比較
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目標指標の達成状況＿基本目標１　意識づくり（平成30年度　性別、年齢別、性別・年齢別　グラフ）

83.7%

79.2%

87.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

男性

女性

１男女の役割分担の考え（性別）

仕事は男が行い、家庭は女が行う 仕事は男女で行い、家庭は女が行う

仕事も家庭も男女で共に行う 仕事は女が行い、家庭は男女で行う

仕事は女が行い、家庭は男が行う その他

83.7%

87.9%

84.6%

88.4%

77.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

～29

30～49

50～69

70～

１男女の役割分担の考え（年齢別）

仕事は男が行い、家庭は女が行う 仕事は男女で行い、家庭は女が行う

仕事も家庭も男女で共に行う 仕事は女が行い、家庭は男女で行う

仕事は女が行い、家庭は男が行う その他

40.8%

48.9%

34.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

男性

女性

２家庭生活（性別）

男性が非常に優遇されている 男性がやや優遇されている

平等である 女性がやや優遇されている

女性が非常に優遇されている

14.8ﾎﾟｲﾝﾄ19.7ﾎﾟｲﾝﾄ

計39.2％

計58.9％

40.8%

48.0%

39.2%

38.6%

40.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

～29

30～49

50～69

70～

２家庭生活（年齢別）

男性が非常に優遇されている 男性がやや優遇されている

平等である 女性がやや優遇されている

女性が非常に優遇されている

38.9%

41.0%

37.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

男性

女性

３職場（性別）

男性が非常に優遇されている 男性がやや優遇されている

平等である 女性がやや優遇されている

女性が非常に優遇されている

38.9%

42.3%

38.7%

41.1%

35.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

～29

30～49

50～69

70～

３職場（年齢別）

男性が非常に優遇されている 男性がやや優遇されている

平等である 女性がやや優遇されている

女性が非常に優遇されている

8.5ﾎﾟｲﾝﾄ

83.7%
83.8%
93.8%

76.2%
90.0%
84.8%
91.8%
73.1%
80.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

～29 男
～29 女

30～49 男
30～49 女
50～69 男
50～69 女

70～男

70～女

１男女の役割分担の考え（性別・年齢別）

仕事は男が行い、家庭は女が行う 仕事は男女で行い、家庭は女が行う

仕事も家庭も男女で共に行う 仕事は女が行い、家庭は男女で行う

仕事は女が行い、家庭は男が行う その他

40.8%
50.0%

45.0%
53.2%

30.3%
51.3%

25.7%
34.9%

44.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

～29 男

～29 女

30～49 男

30～49 女

50～69 男

50～69 女

70～男

70～女

２家庭生活（性別・年齢別）

男性が非常に優遇されている 男性がやや優遇されている 平等である

女性がやや優遇されている 女性が非常に優遇されている

38.9%
47.4%

35.0%
38.0%

39.2%
43.3%

38.6%
37.7%
33.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

～29 男

～29 女

30～49 男

30～49 女

50～69 男

50～69 女

70～男

70～女

３職場（性別・年齢別）

男性が非常に優遇されている 男性がやや優遇されている 平等である

女性がやや優遇されている 女性が非常に優遇されている

性別 年齢別 性別・年齢別

1/3



目標指標の達成状況＿基本目標１　意識づくり（平成30年度　性別、年齢別、性別・年齢別　グラフ）

性別 年齢別 性別・年齢別

52.6%

59.2%

47.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

男性

女性

４地域活動の場（性別）

男性が非常に優遇されている 男性がやや優遇されている

平等である 女性がやや優遇されている

女性が非常に優遇されている

12ﾎﾟｲﾝﾄ

52.6%

69.5%

54.9%

50.4%

45.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

～29

30～49

50～69

70～

４地域活動の場（年齢別）

男性が非常に優遇されている 男性がやや優遇されている

平等である 女性がやや優遇されている

女性が非常に優遇されている

80.4%

82.3%

79.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

男性

女性

５学校教育の場（性別）

男性が非常に優遇されている 男性がやや優遇されている

平等である 女性がやや優遇されている

女性が非常に優遇されている

80.4%

77.8%

86.6%

79.5%

75.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

～29

30～49

50～69

70～

５学校教育の場（年齢別）

男性が非常に優遇されている 男性がやや優遇されている

平等である 女性がやや優遇されている

女性が非常に優遇されている

55.4%

63.0%

48.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

男性

女性

６法律や制度上（性別）

男性が非常に優遇されている 男性がやや優遇されている

平等である 女性がやや優遇されている

女性が非常に優遇されている

14.3ﾎﾟｲﾝﾄ21.4ﾎﾟｲﾝﾄ

55.4%

54.2%

53.9%

54.4%

58.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

～29

30～49

50～69

70～

６法律や制度上（年齢別）

男性が非常に優遇されている 男性がやや優遇されている

平等である 女性がやや優遇されている

女性が非常に優遇されている

52.6%
75.5%

58.6%
63.1%

49.7%
56.3%

43.8%
48.1%
44.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

～29 男

～29 女

30～49 男

30～49 女

50～69 男

50～69 女

70～男

70～女

４地域活動の場（性別・年齢別）

男性が非常に優遇されている 男性がやや優遇されている 平等である

女性がやや優遇されている 女性が非常に優遇されている

80.4%
79.6%
75.0%
87.8%
86.0%
81.4%

77.1%
80.0%

71.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

～29 男

～29 女

30～49 男

30～49 女

50～69 男

50～69 女

70～男

70～女

５学校教育の場（性別・年齢別）

男性が非常に優遇されている 男性がやや優遇されている 平等である

女性がやや優遇されている 女性が非常に優遇されている

55.4%
51.0%

59.4%
65.2%

45.4%
62.3%

45.8%
66.7%

52.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

～29 男

～29 女

30～49 男

30～49 女

50～69 男

50～69 女

70～男

70～女

６法律や制度上（性別・年齢別）

男性が非常に優遇されている 男性がやや優遇されている 平等である

女性がやや優遇されている 女性が非常に優遇されている

計26.8％

計48.2％
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目標指標の達成状況＿基本目標１　意識づくり（平成30年度　性別、年齢別、性別・年齢別　グラフ）

性別 年齢別 性別・年齢別

27.1%

33.9%

22.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

男性

女性

７社会通念・習慣・しきたり（性別）

男性が非常に優遇されている 男性がやや優遇されている

平等である 女性がやや優遇されている

女性が非常に優遇されている

11.7ﾎﾟｲﾝﾄ

27.1%

31.6%

25.4%

23.9%

32.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

～29

30～49

50～69

70～

７社会通念・習慣・しきたり（年齢別）

男性が非常に優遇されている 男性がやや優遇されている

平等である 女性がやや優遇されている

女性が非常に優遇されている

24.4%

31.5%

18.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

男性

女性

８政治の場（性別）

男性が非常に優遇されている 男性がやや優遇されている

平等である 女性がやや優遇されている

女性が非常に優遇されている

13.5ﾎﾟｲﾝﾄ

24.4%

31.9%

22.5%

21.9%

24.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

～29

30～49

50～69

70～

８政治の場（年齢別）

男性が非常に優遇されている 男性がやや優遇されている

平等である 女性がやや優遇されている

女性が非常に優遇されている

25.2%

34.2%

17.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

男性

女性

９社会全体として（性別）

男性が非常に優遇されている 男性がやや優遇されている

平等である 女性がやや優遇されている

女性が非常に優遇されている

16.3ﾎﾟｲﾝﾄ

25.2%

34.4%

23.0%

19.9%

31.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

～29

30～49

50～69

70～

９社会全体として（年齢別）

男性が非常に優遇されている 男性がやや優遇されている

平等である 女性がやや優遇されている

女性が非常に優遇されている

27.1%
44.4%

14.6%
30.8%

21.7%
31.0%

16.9%
36.7%
31.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

～29 男

～29 女

30～49 男

30～49 女

50～69 男

50～69 女

70～男

70～女

７社会通念・習慣・しきたり（性別・年齢別）

男性が非常に優遇されている 男性がやや優遇されている 平等である

女性がやや優遇されている 女性が非常に優遇されている

24.4%
40.0%

20.5%
27.9%

18.8%
33.1%

10.9%
26.5%
22.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

～29 男

～29 女

30～49 男

30～49 女

50～69 男

50～69 女

70～男

70～女

８政治の場（性別・年齢別）

男性が非常に優遇されている 男性がやや優遇されている 平等である

女性がやや優遇されている 女性が非常に優遇されている

25.2%
43.6%

22.0%
33.1%

16.0%
29.3%

10.9%
35.4%
27.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

～29 男

～29 女

30～49 男

30～49 女

50～69 男

50～69 女

70～男

70～女

９社会全体として（性別・年齢別）

男性が非常に優遇されている 男性がやや優遇されている 平等である

女性がやや優遇されている 女性が非常に優遇されている

計57.8％

計79.4％ 21.6ﾎﾟｲﾝﾄ

3/3



目標指標の達成状況＿基本目標１　意識づくり（平成30年度　性別、年齢別、性別・年齢別）

男性 女性 ～29 30～49 50～69 70～ ～29 男 ～29 女 30～49 男 30～49 女 50～69 男 50～69 女 70～ 男 70～ 女
仕事は男が行い、家庭は女が行う 7.4% 8.8% 6.2% 4.3% 7.2% 5.9% 10.0% 4.4% 4.2% 11.2% 4.5% 6.1% 5.8% 11.5% 9.1%
仕事は男女で行い、家庭は女が行う 4.2% 5.0% 3.2% 2.6% 4.4% 1.5% 6.4% 4.4% 0.0% 6.3% 3.2% 3.0% 0.0% 5.8% 6.4%
仕事も家庭も男女で共に行う 83.7% 79.2% 87.7% 87.9% 84.6% 88.4% 77.9% 83.8% 93.8% 76.2% 90.0% 84.8% 91.8% 73.1% 80.7%
仕事は女が行い、家庭は男女で行う 0.3% 0.4% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 1.9% 0.0%
仕事は女が行い、家庭は男が行う 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
その他 4.4% 6.6% 2.9% 5.2% 3.9% 4.2% 5.0% 7.4% 2.1% 6.3% 2.3% 6.1% 2.3% 7.7% 3.7%
無回答 — — — — — — — — — — — — — — —
合計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%
男性が非常に優遇されている 14.8% 8.3% 20.3% 11.2% 15.4% 18.0% 13.0% 8.6% 15.0% 5.6% 21.7% 9.9% 25.7% 11.6% 14.7%
男性がやや優遇されている 35.2% 30.9% 38.6% 27.6% 34.6% 38.2% 35.7% 27.6% 27.5% 27.0% 39.4% 32.2% 44.7% 36.0% 35.0%
平等である 40.8% 48.9% 34.1% 48.0% 39.2% 38.6% 40.8% 50.0% 45.0% 53.2% 30.3% 51.3% 25.7% 34.9% 44.1%
女性がやや優遇されている 6.8% 9.5% 5.1% 10.2% 8.0% 4.2% 7.6% 8.6% 12.5% 11.9% 5.6% 5.3% 3.3% 14.0% 4.2%
女性が非常に優遇されている 2.3% 2.5% 2.0% 3.1% 2.8% 1.0% 2.9% 5.2% 0.0% 2.4% 3.0% 1.3% 0.7% 3.5% 2.1%
わからない — — — — — — — — — — — — — — —
無回答 — — — — — — — — — — — — — — —
合計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%
男性が非常に優遇されている 17.7% 11.1% 22.9% 14.4% 14.9% 17.1% 25.0% 10.5% 20.0% 4.7% 21.6% 11.3% 23.5% 21.7% 26.6%
男性がやや優遇されている 35.6% 35.2% 36.2% 33.0% 36.2% 35.3% 36.3% 29.8% 37.5% 35.7% 36.6% 35.5% 34.8% 37.7% 36.2%
平等である 38.9% 41.0% 37.3% 42.3% 38.7% 41.1% 35.1% 47.4% 35.0% 38.0% 39.2% 43.3% 38.6% 37.7% 33.0%
女性がやや優遇されている 6.3% 9.9% 3.2% 8.2% 8.4% 5.1% 3.0% 10.5% 5.0% 17.8% 2.1% 7.1% 3.0% 1.4% 4.3%
女性が非常に優遇されている 1.5% 2.9% 0.4% 2.1% 1.9% 1.5% 0.6% 1.8% 2.5% 3.9% 0.5% 2.8% 0.0% 1.4% 0.0%
わからない — — — — — — — — — — — — — — —
無回答 — — — — — — — — — — — — — — —
合計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%
男性が非常に優遇されている 8.8% 5.3% 11.5% 6.1% 7.0% 9.3% 10.6% 3.8% 10.3% 1.8% 10.4% 7.3% 11.7% 7.4% 12.6%
男性がやや優遇されている 29.8% 25.4% 33.3% 23.2% 27.1% 31.1% 34.8% 18.9% 31.0% 22.5% 30.1% 23.8% 39.1% 37.0% 32.8%
平等である 52.6% 59.2% 47.2% 69.5% 54.9% 50.4% 45.9% 75.5% 58.6% 63.1% 49.7% 56.3% 43.8% 48.1% 44.5%
女性がやや優遇されている 7.6% 8.0% 7.6% 0.0% 9.5% 8.2% 7.7% 0.0% 0.0% 9.9% 9.2% 11.3% 4.7% 4.9% 10.1%
女性が非常に優遇されている 1.2% 2.2% 0.4% 1.2% 1.4% 1.1% 1.0% 1.9% 0.0% 2.7% 0.6% 1.3% 0.8% 2.5% 0.0%
わからない — — — — — — — — — — — — — — —
無回答 — — — — — — — — — — — — — — —
合計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%
男性が非常に優遇されている 3.6% 2.0% 4.9% 1.1% 2.3% 4.7% 5.2% 0.0% 2.8% 1.0% 3.0% 3.4% 6.3% 3.1% 7.1%
男性がやや優遇されている 9.9% 7.7% 11.3% 10.0% 6.1% 10.2% 13.7% 9.3% 11.1% 5.1% 6.7% 7.6% 13.5% 9.2% 17.6%
平等である 80.4% 82.3% 79.5% 77.8% 86.6% 79.5% 75.8% 79.6% 75.0% 87.8% 86.0% 81.4% 77.1% 80.0% 71.8%
女性がやや優遇されている 4.9% 6.0% 3.8% 7.8% 4.2% 4.2% 4.6% 5.6% 11.1% 5.1% 3.7% 5.9% 2.1% 6.2% 3.5%
女性が非常に優遇されている 1.2% 2.0% 0.5% 3.3% 0.8% 1.4% 0.7% 5.6% 0.0% 1.0% 0.6% 1.7% 1.0% 1.5% 0.0%
わからない — — — — — — — — — — — — — — —
無回答 — — — — — — — — — — — — — — —
合計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%
男性が非常に優遇されている 9.1% 4.6% 12.9% 7.2% 8.6% 8.1% 11.4% 7.8% 6.3% 2.6% 13.2% 3.6% 13.3% 6.7% 14.7%
男性がやや優遇されている 29.0% 22.2% 35.3% 18.1% 29.2% 35.1% 26.1% 9.8% 31.3% 19.1% 36.8% 29.7% 40.8% 22.7% 28.4%
平等である 55.4% 63.0% 48.7% 54.2% 53.9% 54.4% 58.5% 51.0% 59.4% 65.2% 45.4% 62.3% 45.8% 66.7% 52.6%
女性がやや優遇されている 4.6% 7.1% 2.4% 13.3% 6.4% 1.9% 2.8% 21.6% 0.0% 9.6% 3.9% 3.6% 0.0% 1.3% 4.2%
女性が非常に優遇されている 1.9% 3.1% 0.7% 7.2% 1.9% 0.4% 1.1% 9.8% 3.1% 3.5% 0.7% 0.7% 0.0% 2.7% 0.0%
わからない — — — — — — — — — — — — — — —
無回答 — — — — — — — — — — — — — — —
合計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%
男性が非常に優遇されている 19.5% 11.5% 26.5% 15.8% 22.4% 21.1% 15.9% 11.1% 22.0% 9.2% 31.4% 13.8% 28.9% 11.4% 18.7%
男性がやや優遇されている 47.9% 47.8% 47.3% 41.1% 46.8% 50.9% 46.6% 29.6% 56.1% 52.5% 42.9% 49.7% 51.4% 48.1% 44.7%
平等である 27.1% 33.9% 22.2% 31.6% 25.4% 23.9% 32.7% 44.4% 14.6% 30.8% 21.7% 31.0% 16.9% 36.7% 31.7%
女性がやや優遇されている 4.5% 5.0% 3.8% 9.5% 4.1% 3.8% 4.3% 11.1% 7.3% 5.0% 3.4% 4.8% 2.8% 2.5% 4.9%
女性が非常に優遇されている 1.0% 1.7% 0.2% 2.1% 1.4% 0.3% 0.5% 3.7% 0.0% 2.5% 0.6% 0.7% 0.0% 1.3% 0.0%
わからない — — — — — — — — — — — — — — —
無回答 — — — — — — — — — — — — — — —
合計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%
男性が非常に優遇されている 30.7% 20.9% 39.4% 25.5% 33.9% 32.3% 26.7% 21.8% 30.8% 20.5% 43.2% 20.1% 44.9% 21.7% 31.0%
男性がやや優遇されている 43.0% 44.7% 41.5% 40.4% 40.9% 45.2% 46.6% 34.5% 48.7% 46.7% 36.9% 46.0% 43.5% 49.4% 44.8%
平等である 24.4% 31.5% 18.0% 31.9% 22.5% 21.9% 24.3% 40.0% 20.5% 27.9% 18.8% 33.1% 10.9% 26.5% 22.4%
女性がやや優遇されている 1.4% 2.2% 0.6% 2.1% 2.0% 0.4% 1.5% 3.6% 0.0% 4.1% 0.6% 0.0% 0.7% 1.2% 0.9%
女性が非常に優遇されている 0.5% 0.7% 0.4% 0.0% 0.7% 0.4% 1.0% 0.0% 0.0% 0.8% 0.6% 0.7% 0.0% 1.2% 0.9%
わからない — — — — — — — — — — — — — — —
無回答 — — — — — — — — — — — — — — —
合計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%
男性が非常に優遇されている 18.6% 10.4% 25.6% 11.5% 20.7% 20.9% 16.7% 10.9% 12.2% 8.1% 29.3% 10.9% 30.6% 14.6% 18.3%
男性がやや優遇されている 51.2% 47.4% 53.8% 45.8% 50.2% 55.7% 48.1% 34.5% 61.0% 46.0% 53.0% 53.7% 57.8% 47.6% 49.2%
平等である 25.2% 34.2% 17.9% 34.4% 23.0% 19.9% 31.5% 43.6% 22.0% 33.1% 16.0% 29.3% 10.9% 35.4% 27.8%
女性がやや優遇されている 4.0% 6.6% 2.0% 7.3% 4.9% 3.0% 2.8% 9.1% 4.9% 10.5% 1.1% 5.4% 0.7% 1.2% 4.0%
女性が非常に優遇されている 1.0% 1.4% 0.6% 1.0% 1.3% 0.3% 0.9% 1.8% 0.0% 2.4% 0.6% 0.7% 0.0% 1.2% 0.8%
わからない — — — — — — — — — — — — — — —
無回答 — — — — — — — — — — — — — — —
合計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

性別年齢別
指標 回答

「男性は仕事、女
性は家庭」という
考えについて、
「男女とも仕事を
し、家事・育児・
介護の役割も分か
ち合うのがよい」
と考える割合

年齢別
全体

性別

6

法律や制度上にお
ける男女の優遇差
について、平等で
あると考える割合

3

職場での待遇にお
ける男女の優遇差
について、平等で
あると考える割合

4

地域活動の場にお
ける男女の優遇差
について、平等で
あると考える割合

9

社会全体における
男女の優遇差につ
いて、平等である
と考える割合

1

2

家庭生活における
男女の優遇差につ
いて、平等である
と考える割合

7

社会通念・習慣・
しきたりにおける
男女の優遇差につ
いて、平等である
と考える割合

8

政治の場における
男女の優遇差につ
いて、平等である
と考える割合

5

学校教育の場にお
ける男女の優遇差
について、平等で
あると考える割合



女性活躍推進法に基づく恵那市推進計画の策定について 

 

女性活躍推進法（正式名称：女性の職業生活における活躍の推進に関する法律）に基づく

恵那市の推進計画を策定する。策定にあたっては、第２次恵那市男女共同参画プラン（計画

期間：平成 28 年度～37 年度）の一分野として、同プランに内容を盛り込み、同プランに包

括して策定するものとする。 

 

１．女性活躍推進法とは 

 女性が職業生活でその希望に応じて、十分に能力を発揮し、活躍できる環境を整備するた

めに制定されました。平成 27 年 9 月 4 日公布・同日施行、10 年間の時限立法。 

【第１条（目的）】 

この法律は、近年、自らの意思によって職業生活を営み、又は営もうとする女性がその個性と能力を十分

に発揮して職業生活において活躍すること（以下「女性の職業生活における活躍」という）が一層重要とな

っていることに鑑み、男女共同参画社会基本法の基本理念にのっとり、女性の職業生活における活躍の推進

について、その基本原則を定め、並びに国、地方公共団体及び事業主の責務を明らかにするとともに、基本

方針及び事業主の行動計画の策定、女性の職業生活における活躍を推進するための支援措置等について定め

ることにより、女性の職業生活における活躍を迅速かつ重点的に推進し、もって男女の人権が尊重され、か

つ、急速な少子高齢化の進展、国民の需要の多様化その他の社会経済情勢の変化に対応できる豊かで活力あ

る社会を実現することを目的とする。 

 

２．市町村推進計画とは 

・女性活躍推進法第６条第２項で、市町村は、基本方針及び都道府県推進計画を勘案して、

市の区域内における女性の職業生活における活躍の推進に関する施策についての計画を

定めるよう努めるよう定められている。 

・地域女性活躍推進交付金（内閣府） 

交付限度額：１市町村につき 250 万円を上限とし、事業費の 2分の１ 

【事業内容】 

市町村推進計画の策定又は策定に先行して行う、推進計画に位置付けられ、又は位置付けられる見込

みの事業であり、地域における関係団体・企業等が連携した上で行う、次に掲げる取組を実施するもの

とする。 

（１）域内における女性の活躍推進に関する施策についての実施計画の策定 

（２）（１）の実施計画に基づく女性の活躍推進に資する取組の実施 

（３）（１）及び（２）の実施による効果の検証及び今後の課題の整理 

【事業例】 

女性管理職育成セミナー、女性役員（候補）育成事業、イクボス研修、地域版男性リーダーセミナー・

会開催、企業へのアドバイザー派遣、一般事業種行動計画策定支援、農業女子商品開発支援、優良企

業の認定・表彰、託児機能付きサテライトオフィス、テレワークの普及、在宅ワーカー養成事業、女

性向け起業支援事業、地域女性ロールモデル事業、生活困難を抱える女性への保育付き就労支援、家

事シェア推進事業 

《地域における女性活躍事業（上記事業と併用、全体の 20％以内）》 

自治会女性活躍促進、防災女性活躍促進、生活困難を抱える女性への保育付き学習支援、政治への

女性の参画推進事業、若年層の女性が抱える困難に対する支援事業 

 

資料№３

1



 

３．国の基本方針と地方公共団体推進計画の位置づけ 

・国は、女性の職業生活における活躍の推進に関する基本方針を策定（閣議決定）。 

・地方公共団体（都道府県、市町村）は、女性の職業生活における活躍についての推進計画

を策定（努力義務）。 

 

国  ： 女性の職業生活における活躍の推進に関する基本方針 

       ・女性の職業生活における活躍を推進する上での基本的方向や、国による施策の実

施、地方公共団体の推進計画の策定等に当たっての基本的な考え方を示す 

 ↓ 

岐阜県 ： 清流の国ぎふ女性の活躍推進計画 

       ・国の基本方針を勘案して、県内の施策を定める 

 ↓ 

恵那市 ： 女性活躍推進法に基づく恵那市の推進計画 

（第２次恵那市男女共同参画プランに包括（見直し）して策定） 

       ・国の基本方針と県の推進計画を勘案して、市内の施策を定める 

 

４．恵那市推進計画策定スケジュール（平成 31 年度） 

第１回 ・計画策定の諮問 

・策定手順及びスケジュールの確認 

・現状、課題の整理 

・骨子の検討 

第２回 ・施策の方向、今後の取組・施策の検討 

第３回 ・計画（案）の検討 

第４回 ・パブリックコメントの確認 

・計画（案）の最終確認 
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